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I はじめに
袖とは，英語でスリーブ（ Sleeve ），仏語ではマンシェ（ Manche ），独語になるとアルメ
ル （Armel）となり，人体の腕を被覆する筒状の衣服の部分をさす。



























































































絹， モス リンなど）のもので，袖のデザイ ンが特徴的である。
このような広口袖はオリエン卜にその起源をもち，ローマの
ダルマティカの袖から発展したものと思われ，フレアーの袖は
ティペット （Tippet ）（金魚の尾のよう にひらひらした垂れ





















で，ティペッ トが付けられている。 この時期のティペッ トは細
長い垂れ飾り布で，素材はラシャ，錦織，絹，麻，毛皮などが















































図6 イタリアの女装（15世紀末） 写真6 ヴェネツィアの女装 （15世紀末）























写真8 ジョワーズ公爵の結婚祝宴 試作2 レッグ・オブ・ 図8 詰め物を施したス
(16世紀末） マトン・スリー フ ラッシュ手法の袖












3.二重袖とアンガシャン卜（ Engageante ) 
た装飾的な袖
も同様に特殊なものが数多く見られ，その一つに外側にはマ

















ボー・スリーブ（ Draped elbow sle巴V巴）（肩から縦に数本髪が入り，袖口にも横に髪を取り，
その部分を折り返した袖） であった。このロープは衿ぐりと両肩から裾に向かつてフ レアー状
に広がるプリーツが入ることが特色であり， 1730年代のこのローブの袖はパコやダ・スリーブ































かなもので，袖はパフ・スリーブ（ Puff sleeve ）（肩先と袖口にギャザーを入れゆったり脹
らませた袖）となり，自然なシルエッ卜が好まれた。写真16は同じ時期の婚礼衣裳である。
ナポレオン帝政下には，袖の構成に仕立師の創意工夫が見られた時期であって，マムリュッ
ク・スリーブ（ Mameluk sleeve ) （肩から手首までの聞に 5-ti本のリボンできつく締め，


















モードの一つである レッグ ・オブ・マ トン・スリーブも再び流行の兆が見られた。
1822年になるとさらにデザインの細部に復古調が現われ始め，以前の軽く脹らんだ短い袖は
詰め物で脹らませ腕を包み隠すようになって，袖の特徴は一層誇張された。














































インがまた注目され始め，レッグ・オブ・ マトン・スリーブ，パフ・スリーブ，バル ンー ・ス






















a.キモノ・スリーブ （Kimono sleeve ) 身頃と一続きになった袖で，直線的な裁断
方法が着物に似ているが、身頃と袖の境に縫い目がないもの。
b. ワンピ スー ・スリー ブ （Onepiece sleeve ) 袖が身頃と分離して一枚の布で型作ら
れる袖。
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a，セット・イン・スリープ（ Set in sleev巴） 身頃の袖ぐりの位置に合わせて付けら
れた袖。
b. ドロップ・ショルダー・スリープ（ Dropp shoulder sle巴ve）一一←身頃の袖ぐり線より
も袖口の方に下った位置に付けられた袖。
C，ハイ・ショルダー・スリーブ（ High shoulder sleeve ) 肩先点からネック寄りに
上がった位置に付けられた袖。
d. ラグラン・スリープ （Raglan sleev巴）一一前後身頃の肩，あるいはネックラインから
続いた袖。
e. ヨーク・スリーブ（ Yoke sleeve ) 身頃の切り替えた部分の延長上に付いた袖。









a.半袖（ Shert sleeve ）一一肘より上部に袖口がある短い丈で，肘の位置を五分袖と言い，
それより上に向かつて四分袖，三分袖となって，それらを総称した袖。
b. 七分袖（ Three quarter length sleeve ) 肘より長く肩先から手首方向に四分の三
程度の長さの袖。














ティアード ・スリー ブ（ Tiered sleeve ) 腕に対して横に何段も切り替えた袖。
トランペット・ スリー ブ（ Trumpet sleeve ）一一袖口が トランペット型に似ていて太
く聞いた袖。
チキン・レッグ ・スリーブ （Chickenleg sleeve ）一一 レッグ・オブ・マ トン・スリー
ブより脹らみが上部になり下部の方で細くなって，ひな鳥の脚型に似た袖。
ドレー プド ・エルボ ・ー スリーブ（ Draped elbow sleeve ）一一丈は肘まででその部分
に髪を入れてゆったりした袖。
ビショップ・スリーブ （Bishop sleeve ）一一長袖で袖口にはギャザーを入れて広くし，
カフスで止めた袖。
ランタン ・スリー ブ（ Ronten sleeve ) 提灯のように脹らんだ型で比較的張りのあ
る素材を用いた袖。
プッシュ ・アップ・スリーブ（ Push up sleeve ）一一袖を押し上げて肘から上をだぶ
つかせ，下の部分で腕にひ。ったりした袖。
ラップド ・スリー ブ （Rapped sleeve ）一一腕に花びらを，巻きつけた様な形態の袖。



































































写真25 花芯の部分 写真26 花の刺繍部分
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